
1 

 

｢
宇
都
宮
城
つ
り
天
井
事
件｣

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
川 

 

誠 

   

宇

都

宮

城

つ

り

天

井

事

件

は

、

江

戸

時

代

の

下

野

国

（

現

栃

木

県

）

宇

都

宮 

城

主

で

、

江

戸

幕

府

の

年

寄

本

多

正

純

が

、

吊

り

天

井

を

仕

掛

け

て

二

代

将

軍

徳

川

秀

忠

の

暗

殺

を

謀

っ

た

事

件

と

さ

れ

て

い

る

。

嫌

疑

を

か

け

ら

れ

、

本

多

家

は

改

易

、

正

純

は

流

罪

と

な

っ

た

。

但

し

、

吊

り

天

井

は

存

在

せ

ず

、

正

純

の

存

在

を

疎

ま

し

く

思

っ

て

い

た

土

井

利

勝

、

ま

た

は

加

納

御

前

の

恨

み

に

よ

る

陰

謀

の

疑

い

が

あ

る

。 

事

件

は

、

将

軍

秀

忠

が

、

家

康

七

回

忌

に

日

光

東

照

宮

を

参

拝

後

、

宇

都

宮

城

に

一

泊

す

る

予

定

で

あ

っ

た

の

で

、

正

純

は

、

城

の

普

請

や

御

殿

の

造

営

を

行

わ

せ

て

い

た

。

秀

忠

が

日

光

に

い

る

と

き

に

、

秀

忠

の

姉

で

、

奥

平

忠

信

の

祖

母

・

加

納

御

前

か

ら

「

宇

都

宮

城

の

普

請

に

疑

惑

が

あ

る

」

と

訴

え

が

あ

っ

た

。

こ

の

た

め

秀

忠

は

予

定

を

変

更

し

て

宇

都

宮

城

を

通

過

し

て

、

江

戸

城

に

帰

還

し

た

。

本

事

件

に

関

し

て

、

正

純

謀

反

の

証

拠

も

な

く

、

か

つ

宇

都

宮

城 

の

不

審

点

も

無

い

と

伝

え

ら

れ

て

い

る

。 

      

本

多

正

純

は

本

多

正

信

の

嫡

男

と

し

て

生

ま

れ

た

。

正

信

は

、

三

河

の

一

向

一

揆

で

主

君

で

あ

る

徳

川

家

康

に

反

逆

し

、 

三

河

の

国

を

追

放

さ

れ

た

。

正

信

は

、

大

和

の

国

の

松

永

久

秀

を

頼

っ

て

い

た

が

、
後

に

家

康

の

も

と

へ

復

帰

す

る

と

、

正

純

も

家

康

の

家

臣

と

し

て

仕

え

た

。 

本

多

正

信

が

歴

史

の

舞

台

に

出

て

く

る

の

は

豊

臣

秀

吉

の

死

後

で

、

家

康

の

参

謀

と

し

て

の

活

躍

が

あ

り

、

家

康

の

信

任

を

得

る

。

正

純

も

父

と

同

じ

く

智

謀

家

で

あ

っ

た

こ

と

か

ら

同

様

に

家

康

か

ら

の

信

任

を

得

る

。

家

康

が

天

下

を

と

っ

て

、

征

夷

大

将

軍

と

な

り

江

戸

幕

府

を

開

く

と

、

正

純

は

さ

ら

に

家

康

か

ら

重

用

さ

れ

る

。

２

年

後

に

家

康

は

将

軍

職

を

三

男

の

秀

忠

に

譲

る

と

、

大

御

所

と

な

っ

て

、

江

戸

の

秀

忠

に

は

大

久

保

忠

隣

、

駿

府

の

家

康

に

は

本

多

正

純

が

補

佐

を

し

、

正

純

の

父

正

信

が

両

者

の

調

停

を

す

る

形

が

続

い

た

。 

正

信

・

正

純

親

子

は

、

大

久

保

長

安

事

件

で

、

大

久

保

忠

隣

の

失

脚

に

か

か

わ

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

る

が

確

証

は

な

い

。
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大

久

保

忠

隣

の

失

脚

で

正

純

の

権

力

が

強

ま

っ

た

。

こ

の

大

久

保

長

安

事

件

と

は

、

武

田

遺

臣

で

、

家

康

よ

り

江

戸

幕

府

の

代

官

頭

と

し

権

力

を

有

し

た

大

久

保

長

安

死

後

に

過

分

な

私

財

が

発

覚

し

着

服

の

疑

い

で

処

罰

が

さ

れ

た

も

の

で

、

長

安

の

家

系

は

断

絶

し

た

。
一

説

で

は

、

家

康

は

長

安

の

振

る

舞

い

を

知

っ

て

い

た

が

、

長

安

が

有

能

で

あ

る

た

め

捨

て

お

い

て

、

死

後

に

罪

を

と

い

処

罰

と

し

た

。
長

安

は

、
も

と

猿

楽

師

で

あ

る

が

、

今

で

い

う

鉱

山

技

師

で

も

あ

っ

た

。 

し

た

が

っ

て

、

佐

渡

金

山

や

石

見

銀

山

の

開

発

に

貢

献

し

た

。

こ

の

事

件

は

、

長

安

後

見

人

の

大

久

保

忠

隣

の

改

易

に

つ

な

が

っ

た

。 

南

総

里

見

家

も

、

藩

主

里

見

忠

義

の

舅

で

あ

る

大

久

保

忠

隣

の

失

脚

に

連

座

し

て

領

地

没

収

と

な

っ

た

。

里

見

八

犬

伝

の

フ

ァ

ン

と

し

て

残

念

。 

家

康

の

死

後

、

正

信

も

な

く

な

り

、

正

純

は

江

戸

に

転

任

し

秀

忠

の

側

近

と

し

て

老

中

に

ま

で

な

る

が

、

秀

忠

側

の

従

来

の

側

近

で

あ

る

、

土

井

利

勝

が

台

頭

し

て

き

て

政

治

力

が

弱

ま

っ

た

。 

正

純

は

、

頭

が

切

れ

す

ぎ

た

た

め

、

将

軍

や

幕

閣

か

ら

憎

ま

れ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

正

純

の

存

在

を

疎

ま

し

く

思

っ

て

い

た

土

井

利

勝

の

陰

謀

が

有

力

と

思

わ

れ

る

が

、

加

納

御

前

の

恨

み

に

よ

る

陰

謀

説

も

あ

る

。

加

納

御

前

の

娘

は

、

正

信
・
正

純

の

陰

謀

で

、
改

易

さ

れ

た

、

大

久

保

忠

隣

の

嫡

子

大

久

保

忠

常

の

正

室

で

あ

っ

た

。

ま

た

、

正

純

の

宇

都

宮

の

栄

転

で

、

格

下

の

下

総

古

河

の

領

主

へ

転

封

さ

せ

ら

れ

た

奥

平

忠

昌

の

祖

母

で

も

あ

っ

た

。 

更

に

、

将

軍

秀

忠

の

姉

で

あ

り

恨

み

に

よ

る

陰

謀

説

も

否

定

で

き

な

い

。 

昔

、

吊

り

天

井

で

の

暗

殺

は

、

東

映

の

時

代

劇

や

漫

画

の

「

伊

賀

の

影

丸

」

な

ど

で

、

描

か

れ

て

い

た

の

を

思

い

出

し

ま

す

。

し

か

し

暗

殺

方

法

で

の

吊

り

天

井

は

、

証

拠

が

残

り

あ

り

得

な

い

も

の

で

、

違

う

暗

殺

計

画

の

ほ

う

が

理

に

か

な

っ

て

い

る

と

思

わ

れ

ま

す

。 

し

か

し

、
宇

都

宮

の

吊

り

天

井

事

件

は

、

陰

謀

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

の

で

す

が

、

将

軍

暗

殺

計

画

事

件

と

し

て

当

時

の

権

力

者

に

よ

っ

て

処

分

さ

れ

て

い

ま

す

。

土

井

利

勝

は

、

秀

忠

の

側

近

で

三

代

将

軍

家

光

に

交

代

後

も

幕

府

の

権

力

者

で

あ

り

続

け

た

。 

ま

た

、

駿

河

大

納

言

忠

長

と

熊

本

藩

主

加

藤

忠

広

の

改

易

事

件

も

土

井

利

勝

の

陰

謀

と

思

わ

れ

て

い

ま

す

。 

こ

れ

等

か

ら

推

定

す

る

と

宇

都

宮

城

の

吊

り

天

井

事

件

に

つ

い

て

は

、

陰

謀

好

き

の

土

井

利

勝

の

犯

行

説

が

正

解

と

思

わ

れ

ま

す

。
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